
令和６年度 全国学力・学習状況調査結果より 

練馬区立大泉西中学校 

 

１ 全国学力調査（3年生4月実施） 

  令和６年度4月に、「全国学力・学習状況調査」が行われました。学力調査では国語、数学の２教科が行わ

れどちらの教科においても、わずかながら全国平均、都平均を下回る結果となっています。以下に得点の分布

等をお知らせします。校内でも分析を進め授業改善に取り組んでいます。 

 

〇【国語】 

平均点において都を４点、全国を１．１点下回っています。内容では、知識及び技能の「情報の扱い方に関す

る事項」と思考力・判断力・表現力の「話すこと・書くこと」において全国平均を上回っていますが、知識及び

技能の「言葉の特徴や使い方の関する事項」に課題があることがわかります。 

 

 

〇【数学】 

平均点において都を５点、全国を０．５点下回っています。内容では、「データの活用」において都を０．７ 

点、国を４．３点上回っていますが、内容の「数と式」、観点の「思考・判断・表現」に課題があることがわか

ります。 

 

 

 



２ 学習状況調査（3年生4月実施） 

  学習状況調査の中から、本校生徒の様子について項目を抜粋してお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇朝食の摂取、睡眠に関する状況では、都や国と同傾向であるが、同じ時間に起床する習慣の割合は、 

都や国と比べ高くなっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇電子ゲームやスマートフォンの使用に関して、学習以外の目的でスマートフォン等を使用時間は、 

都や国に比べ多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇スマートフォン使用に関して家庭ルールなどを意識し守っている割合は、都や国に比べても多く 

なっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇先生はあなたの良いところを認めてくれていますかでは、約８０％が肯定的にとらえているが、 

否定的な回答の割合が都や国に比べ多い。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇将来の夢や目標を持っているとの肯定的な回答の割合が、都や国に比べても多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇いじめへの認識は、都や国と同様に約９５％の生徒がいけないことだという認識を有している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇困ったときに相談できる学校にいる大人の存在は、都や国に比べ肯定率が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇都や国の傾向と同様に約９５％の生徒が、人の役に立ちたいと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇約８０％の生徒が学校に行くのは楽しいと思っているが、都や国と比べると割合が低くなっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇都や国と同様に多様な考え方に触れる機会を楽しいととらえている生徒の割合は多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇都や国と同様に新聞を読む習慣には課題がある。新聞を読むことで得られることなどについて、今後 

も理解を進めていかなければならない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇社会をよくするために積極的に関わろうという考えを持っている生徒は、都や国に比べ多くなって 

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇話し合い活動を通して考えを深めたり新たに気付いたりすることを約８０％の生徒が肯定しているが、 

都や国に比べ割合は低くなっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇学習内容を理解するために見直すなど、学習に対する取り組み方は多くの生徒ができている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇教師の指導に関して、肯定的回答は約８０％だが、都や国に比べ低い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇約８５％以上の生徒が協力し課題解決に取り組む協働の機会を意識できている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇約８０％以上の生徒がより良い学校生活のために関わっていることを自覚しているが、都や国に比べ 

   割合は低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇国語の授業へ６０％以上の生徒が興味・関心をもち、約９０％以上の生徒が学習したことが役に立つ 

と感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇約６０％以上の生徒が数学の授業への興味・関心をもち、約７０％の生徒が学習したことは将来役に 

立つことを理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇約６０％の生徒が理科の授業への興味・関心をもち、７０％以上の生徒が自然事象、日常生活とのつ 

ながりなどを学習したことから考えてみようとしている。  


